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1. 緒
言 える必要がない。叉培地も小型で透明であるから，
観察に際して便利であり，そのまま顕微鏡写真撮影
従来回虫卵の培養法には，内外lζ多数の工夫考案 も可能である。 
(1)(2)(3)(4)(5)(6)(7)がなされている。即ち瓦，カワラ
ケ，砂粒，獣炭末，土壌，試験管，鴻紙培養法等が 1. ホール培地の作製法 
それであり，最近小宮，小林(8)はフォルマリン加寒 1.作製法
天培地，大島〈のはそ;1，トプレ y培地を報告してい 1%フォルマリシ水K;，粉末寒天を 3%の割合lと
る。しかしそれらの培養法は培地に用いた素材の相 混じて， 70~80oC で加熱溶解し， これをホ~;1，グ
達はあるが，何れも多量の虫卵の観察を目的とした ラス比約1.5滴入れ，冷却しないうちに 24x32mm
ものである。従って，上述の方法では同一虫卵を継 のカパ{グラスをのせ，軽圧を加えて寒天がホール
続観察し，その発育，変性過程等を追求する場合に 内氏均等に充満するようにする。(第 1図)培地は，
は適当でない。そ乙で著者は，フォルマリン加寒天 卵の培養前の乾燥を防「ため，作製後直ちに 1%フ
培地を改良して[ホールグラス寒天培養法jを考案 ォルマリン水を含ませた漏紙上におき，大シヤ{レ
した(以後ホール培地と略称)。該法lζよれば， 極 K入れて保存する。
めて簡単に同一虫卵を長期間に亘って観察すること 2.使用法
ができ，なお観察に当っても培地lζ種々の探作を加 培地は数日間保存できるので，使用にあたり逐次
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第 1図 ホーJレグラス寒天培地
火力〆ーグラス(周閣をパ"77'1ンで固定)
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寒天培地
取出し，カパ{グラスをはずして回虫卵を塗布すれ
ばよい。塗布したらカパーグラスをのせ，周囲をパ
ラフインで密封する。乙の標本はそのまま 3~4 週
聞の継続観察が可能である。しかし 20~300C の贈 
卵器内の，比較的高温且つ乾燥した状態で培養する
場合は，パラフィイで密封していても，寒天が案外
に早く乾燥する場合がある。叉頻回の鏡検操作によ
ってパラフィパ乙微少な間隙を生ずることや，部分
剥離して乾燥が促進される乙ともある。 ζれを防ヤ
為Kは1%フォルマリシ水を含ませた癒紙上に標本
をおいて，大シャーレlζ保存すればよい。かかる装
置を施せば長期間の継続観察が可能マある。本法に
よる著者の最長期観察例は 346日である。
3. 本培地の特徴 
本培地は普通の二穴ホ{ノLグラスであるから，培 
地は小型でそのまま顕微鏡台にのせて鏡検ができ，
培養後の取扱いが簡単で且つ透明である為，顕微鏡
写真の連続撮影が随時可能である。叉卵の発育は均
等で仔虫期卵形成率が高く，比較的安定した成績が
得られるο更ι長期間の保存K耐えるので，同一卵
を長期間継続観察できる。 Tこだ標本作製時にやや手
数を要する欠点がある。 
111. 本培地使用による回虫卵発育実験 
1. 実験法 
1) 虫卵材料
サ y トニシで、駆虫排出された数匹の人回虫の子宮
下部約 1cm内の受精卵を採取して蒸溜水中花入れ，
できるだけ均等に捜持する。それを冷蔵庫民保存
し，実験に際し適宜取出して使用した。叉別に千葉
市居場で採取した豚回虫より，人回虫と同様に子宮
下部内虫卵をとり出し，実験lζ使用した。 
2) 実験法 
先ず本培地と寒天培地における回虫卵発育の比較
実験を行い，次l乙本培地を使用し，各種の培養温度
で虫卵の発育状況を観察した。 
i. 寒天培地とホール培地による人回虫卵の発育
比較実験(培養温度 290C)
昭和 31年 3月 27日R.，直経 3.3cmの小シャー
レに 1%フォルマリン加 3%寒天を約 0.7cm.の厚
さに流して作った。寒天培地とホール培地を使用し
て，排虫直後の人回虫より取出した虫卵をよく混和
して培養した。培養温度は 290Cで，観察は 11日目
まで連日，以後は 28日， 56日自に行なった。寒天
培地では各観察自民同ーシヤ{レ内の一部分より虫
卵を取出し，その都度 100ケの卵を観察した。ホー
ノL培地K就ては，観察の当初に決定した 100ケの同
一虫卵lをその後継続観察した。
ii. 低温に保存した人回虫卵の発育実験(培養温
度 290C)
昭和 31年 3月27日比入国虫卵を採取して冷蔵
庫に入れ， 4月 21日まで 25日間 (A群)， 引続き
乙れを 5月 6日まで 15日間(通算 40日， B群)，
更に続いて 9月17日まで 134日間(通算 174日， C
群) -40C~+40C の低温lと保存した材料をホ{ル
培地1[.塗布， 290 Cの瞬卵器Iζ培養した。各群とも
同一卵 100ケについて連続観察し， 14日まで連日，
その後は 28日と 56日比鏡検した。 
ii. 豚回虫卵の発育実験(培養温度 210C，290C， 
370C) 
210Cの場合は， 昭和 31年 11月 20日， 290Cは
昭和 33年 3月21日， 370Cは昭和 32年 II月20日
比採卵した。即日ホ-;1.-培地lζ塗布し，嚇卵器を各
培養温度lと調整して乙れを入れ，同一虫卵を継続観
察した。なお各培養温度における観察期間は次の如
くである。 210Cでは 28日まで隔日， その後 31日， 
35日， 56日R.， 290Cでは 14日まで連日，その後は 
28日及び 56日R.， 370Cでは 14日間 370Cの購卵器
内に培養し隔日比， その後 290 Cの購卵器にうつし
て7日(通算 21日)， 14日(通算 28日)， 35日(通
算 49日〉に観察鏡検した。 
3) 回虫卵発育状況の判定法
回虫卵発育期の観察判定は，単細胞期， 2~3 細胞
期， 4細胞期，分裂期 (16細胞以下)， 桑堪期，欄白
書l期，仔虫期及び変性卵l乙分類した。論文の附図
は，ホール培地を用いて得た同ーの人回虫卵発育経
過の 1例で，上記の判定法によって分類したもので
ある
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2. 実験成績 
1) 寒天培地とホール培地による人回虫卵発育比
較実験(培養温度 290C)
成績は第1表lと示す如くである。寒天培地 (A
群)は，ホール培地 (8群)Iと比して発育がやや進
行し，仔虫期卵形成率でみると， 10日間の培養でA
群 96%，B群 64%であるが， 11日では A 群 100
%， B群 99%で， 11日で全卵が仔虫期卵にまで発
育したと見倣しうる。従ってその発育差は無いもの
と考えてよい。 
2) 低温lと保存した人回虫卵の発育実験(培養温
度 290C) 一
成績は第2表K示す如くである。数字は A群， 8
群， C群の培養日数毎l乙各発育卵期の個数(百分
率)を示している。乙の成績から長期間比較的低温 
K保存した人回虫卵の発育は，保存日数の長短iζよ
っては殆んど発育速度lζ差を認め難い。そ ζで， A， 
8，C，3群を合した 300ケより，培養 12日目で仔
虫期卵にならなかった 4ケ，即ち蝋蛸期より奇形仔
虫を生じ，更に頼粒変性となった 2ケ，略叫期より
頼粒変性となった 1ヶ，分裂期より頼粒変性となっ
た1ヶを除ふ正常発育経過をたどった 296ケの比
率変遷(10)を示せば，
分 裂 期 4~7 日 (4 日 36.8% ， 5日92.2%， 
6日75.3%，7日0.3%) 
桑 堪 期 5~9 日 (5 日 3.4%， 6日24.3%，7
日99.0%，8 日 ~6.8% ， 9日4.4%) 
瞬 料 期 7~11 日 (7 日 0.7% ， 8 日 63.2% ， 9
日95.3%，10日26.7%，11日1.0%) 
仔 虫 期 9日より (9日0.3%，10日73.3%， 
11日99.0%，12日100%)
の如くになる。第2図は乙れらの比率変遷を図示し
た。縦軸は虫卵の比率を，横軸は培養日数を示す。
冷蔵庫内に保存した人回虫卵の卵細胞は，はじめ短
楕円形で細胞間隙が非常に少なく，一見無半月様に
みえるものと，不定位透明様像を示すものがかなり
多数みられる。しかし無半月様卵は次第に球形lζ近
ずき，多くは 2日自に球形細胞となり， 3日目より
分裂を開始する。叉不定位透明様像においても，培
養時間の経過と共に漸時その程度を減じ， 2日自に
は全く消失して正常細胞となり， 3日目より多くは
正常発育を行ない仔虫期卵となった。
第 2表及び第2図より大凡の分散.とモードがわか
る。次I乙各発育卵期についての累積度数を求めれば
第 3表のようになる。第3図は第 3表の 2--3細胞
期より仔虫期卵までの各発育期についての累積の最
単細胞期 る，14.99日3，99.0%日(2日...4o 終合計である 296ケを 100%として，累積度数の比
4 fl1.7%) 率(%)を求めて図示したものであるが，各発育卵
2~3細胞期 2.-v 5日 (2日1.0%，3日72.3%，4 期とも大凡S字曲線を示している。叉乙れは，正規
Q12.8%，5日0.7%) 確率紙上に取れば，ほぼ直線にのることが確められ
4細胞期 3--6日 (3日12.8%，4日48.6%， るので，個々の発育卵期の培養日数を xとし， 乙れ
5日3.7%. 6日0.3%) に従う発育累積度数の%を 100で割り， とれを次
第 1表 人回虫卵の寒天培地とホール培地Kよる発育比較(培養温度 290C)
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の式の 培養温度 210 Cの場合における豚回虫卵 10ケのm
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伊 一2 
‘ 発育成績を，各発育卵期毎lと第5表に示した。仔虫
F(v¥'=(X _;!∞=1 ν2πσ 
1
一一2 
一 一
X 期卵数(%)は， 24日59%，26日94%，28日以後
一
Au
d
X 
Uv 
d同 miliし宅旦=toct) ~と等しいとおくとき， 人畑虫卵の各発育卵期の比率変遷
(培養温度290C)
第2図
X とtとの聞には，主二型 =tという直線関係(11)(12) 
σ 
lO 
ω 
40 
泊 
を，x培養日数1ζなるので，横軸Kが成立するとと
縦軸に tを図示して累積度数分布を直線変換すれ
ば，第 4図の如くなり，乙れより平均値と標準偏差 
σが求められる。各卵期についての m とσは第4
表の左欄に表示した。 
21豚回虫卵の発育実験(培養温度3) 
37 0C) 
0i. 培養温度 21Cの場合 10 
0第3表 人回虫卵の各発育卵期の累積度数分布(培養温度 29C) 
0C，29 0C， 
11 12 
{日数} 
1 42 3 5 8 9 12 116 7点空間 。
5 4 296 296 293単細胞 
3 25 291 2962-3細胞 
253 294 296 38 4 細 胞 
109 284 295 296分裂期 
295 296 72 10 桑描期 
  
鞠叫期 
  2 18 283 296 
仔虫期 1 217 293 I 296 
10 
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第3図 人畑虫卵の各発育卵期累積度数曲線 96%で，最後まで単細胞で経過したもの 1コ， 6日
(培養温度 290C) 以後に単細胞より萎縮に陥ったもの 1コ， 28日自に
l∞ 
% 
開軒期で，その後崩壊に陥ったものと，奇形仔虫を
生じたもの各 1コ， 計 4コを除外した 96コの比率
ω 

変遷は次の如くである。

liO 単細胞期 	  0--8日 (4日100%，6日70.8%，8
日1.0%) 
2--3細胞期 6 --10日 (6日29.2%，8日74.0%， 
40 
20 
10日5.29る) 
O. I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 I 120 
4細胞期 8--10日 (8日22.9%， 10日 24.0 
%) 
第 4図 人虫回虫卵の各発育卵期累積度数 分裂期 8--16日 (8日2.1%，10日70.8%， 
分布の t変換(培養温度 290C) 
12 100.0%，14日51.0%，16日15.6 
倒糾問 %) 
桑植期	 14~22 日 (14 日 49.0% 更 16 日 84.4
%， 18 日 100.0~合， 20日100.0%，22 
日31.2%)
-1 略叫期	 22~26 日 (22 日 68.8% ， 24 日 3.58
-2 
-3 %， 26日2.1%)
O. 1 2 3 4 5 6789101112 仔虫期 24日より (61.5%，26日97.9%，28 m置日数
日100.0%)
第4表 290C及び 210Cにおける人回虫及び
豚回虫卵の発育所要日数の平均値及び 第 5図は， ζれら卵の発育卵期毎の比率変遷を図
標準偏差 示したもので，横軸は比率を，縦軸は培養日数を表
210C わす。
次lζ， ζの正常発育経過をとった 96コより累積
度数分布を作り，前記と同じ手続きで， m とσを
算出し第 4表の右欄K表示した。 
2~3細胞 
4細胞 
分裂期 
桑堪期 
麟叫期 
仔虫期 
2.88 
3.56 
4.10 
5.97 
8.07 
9.97 
0.45 
0.55 
0.66 
0.44 
0.48 
0.40 
2.09 
2.29 
3.09 
5.07 
7.48 
8.44 
0.18 
0.60 
0.40 
0.19 
0.33 
0・55 
6.39 
8.58 
9.57 
14.06 
21.88 
23.67 
0.71 
0.87 
0.78 
1.92 
0.44 
1.14 
ii. 培養温度 290Cの場合
第 6表は， 4つの各ホール培地内の各 110コの培
養日数毎の各発育卵期の推移を表わす。何れも殆ん
ど同一発育経過を示している。第 6図は観察虫卵 
440コのうち変性卵を除き， 正常発育経過をたどっ
た436コの比率変遷図で，
r-
第 5表豚回虫卵の各発育卵期の比率変遷(培養温度 210C)
I .I!I~-~I--T -I I I I	¥培養 
~日数I 0 I2 I4 I6 I8 I10 I12 i14 I16 I18 I20 I22 I24 I26 I28 I35 I56 
発育期~I I ¥ ¥ ¥ I I I I 
単細胞 100 100 100 71 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
2--3細胞 28 73 5 
4細胞 22 25 
分裂期 2 68 98 51 16 
桑堪期 47 82 98 98 32 2 
事科料期 66 37 4 2 
仔虫期 59 94 96 
変性卵 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I 3 3 
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第5図 豚畑虫卵各発育卵期の比率変遷 日15.6%，10日0.2 
(培養温度 210C) %) 
仔虫期 9日より (9日84.4
ω %， 10日99.8%，11 
日以後 100%)
ω 「 にもとずいて図示し，縦軸は虫卵の
40 比率を，横軸は培養日数を表わす。 
次l乙前項と同様に， mとσを算
20 
出すれば第4表の中欄K示した如く
o 2 4 6 8 10 U U :6 16 ;Xl 22 U -2{1-~--:iOi口取1
である。
なお培養 14日自における変性卵
単細胞期 0.....2日(1日 100%，2日69.7%) は，培養当日より無半月で経過したもの 1コ， 3日
2--3細胞期 2.....5日 (2日30.3%，3日11.9%， 目まで単細胞であったものが，早期に頼粒変性に陥
4日0.2%) ったもの 1コ， 5日目 3細胞→ 6日目 4細胞→14日
4細胞期 3--4日 (3日46.6%，4日0.7%) 目伍細胞変形，その後空胞変性に陥ったもの 1コ，
分裂期 3.....5日 (3日41.5%，4日99.0%， 桑樺期まで発育し，その後空胞変性lζ陥ったもの 1
5日64.2%) コ，計4コであった。 
桑植期 5.....8日 (5日45.1%， 6日100%， iiL 培養温度 370Cの場合
7日92.4%， 8日5.0%) 成績は第 7表に示した。 4日目より発育を始め， 
時}併期 7....10日(7日7.6%，8日94.3%，9 2--3細胞期12コ， 6日目 2--3細胞期 20コ， 8日
第 6表豚回虫卵の各発育卵期の比率変遷(培養温度 290C)
発育期|議10 I-~ 1-;13_14 I~-r~6r-;-I~ 同7同 56
工 110 110 68 
単細胞 
E 110 110 63 
JIT 109 -10190 88 1 
百 110 87 
I 42 11 1 1 
2--3細胞 E 47 12 TI 21 16 1 
百 23 14 
工 44 2 1 1 1 1 1 
4細胞 E 46 TI 53 1 
百 61 
I 55 107 58 
分裂期 
E 52 110 71 
E 39 106 70 
IV 35 110 81 
I 51 109 99 9 1 1 1 
桑稿期 E 39 110 
102 3 
E 38 108 100 10 
百 29 110 103 4 
I 10 100 27 1 
開主l期 E 8 107 14 E 8 98 20 
百 7 106 7 
工 81 107 108 108 108 108 
仔虫期 
E 96 110 110 110 110 10108E 88 108 108 108 108 
百 103 110 110 110 110 110 
I 2 2 2 
変性卵 E E 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
IV 
註工， 1I， TI，IVは各培地 No. 
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第 7表豚回虫卵の各発育卵の比率変遷(培養温度 370C)
ぷ海|。 2 4 6 8 1 10 I12 I14 7114135(21) I(28) I(49) 
以
単細胞 98 85 72 65 55 51 51 49 後 43 42 23 
2~3 細胞 12 20 27 25 25 25 290C 25 25 23 
4 細 胞 5 6 6 5 培 5 5 5 
分裂期 2 3 3 4 養 4 4 4 
変性卵 2 15 16 15 11 15 15 17 23 24 45 
註数字は個数及び%を示す。
第 6図豚畑虫卵の各発育卵期比率変遷 lζ発育速度の遅延を認めたが，その成績は大凡
(培養温度 290C)
近似している。 
ωi 
/1他国l ホー Jレ培地を用いた際の至適培養虫卵数及び有効保存期聞について考察する。 38コのホー
¥ ¥ I.".m ¥ 1¥ 
Jレ培地内の培養卵数は， 300以下が 7，301 .. 
¥1 500が 17，501....70が 7，701....100が7であ 
例1のホール培地が正常発育を示し，37るが， 1¥ 
は全卵桑堪期までの発育にとどまった。との例
百d 2 3師向¥ 1 1 ¥ 
は，培養卵数は 868コである。その後カバーグ
z 3 6 8 9 10 1 12 
ラスを取除き， 290Cで酸素，湿度を十分に供 
7 :; 
lfIC.) 
目2....3細胞期 26コ， 4細胞期 5コ，分裂期 3コ，
10日日及び 12日目 2....3細胞期 25コ， 4細胞期 6
コ，分裂期 3コ， 14日目 2....3細胞期 25:I， 4細
胞期 5::I，分裂期 4コで，その後 290Cの瞬卵器に
移しかえて更に 7日， 14日， 35日後K観察したが，
分裂期より桑堪期以上に発育を進めたものは認めら
れなかった。次K未分裂卵及び変性卵は， 290C IC 
移して 35日後(通算 49日〉の観察結果では，単細
胞期のまま経過したもの 23%，所謂変性卵は 45%
認められた。 370 Cの熔卵器内にあった培養 14日ま
では，殆んど胞形成のみで， 290C K移した 7日後
(通算 21日〉より胞形成K転位像を伴うものが現わ
れ，且っとの時期より頼粒変性を生じ，培養日数と
共K増加した。
IV. 者 察

和泉(1

合は卵の発育が大凡近似しており払， 試験管培養法 
は，初期は他lに乙まさつているが，培養日数の増加と
共I托ζ不良となるし，又獣炭末は成績不良でで、あるとの
べている。小宮，小林(8ω〉は寒天培養法を用い，乙れ
と素焼瓦，漏紙培地と比較検討，培養 14日までは
とれ等の間に有意差は認められないと報告してい
る。著者のホール培養法は寒天培養法に比し，僅か
給して， 42日間培養したが 1卵も発育の進ん
だものを認めなかった。ホーJレ培地は培地を 1%フ 
ォルマリン水を含ませた櫨紙上Kおき，大シャーレ
中氏保存し，且つ適宜水を補給して管理すれば，長
期継続観察が可能である。著者の実験観察期間内で
は，培地の性状に殆んど変化は認められなかった。
その後観察を打切ったプレパラートを瞬卵器内Iζ
放置し， 335日....346日間Kおいて観察した 17個の
培地中， 8個 (47%)は損われず，そのうちの大多
数の仔虫期卵は生存し，震動を認めた。 ζの間十分
な管理を行なわなかったKもかかわらず，かかる成
績を示したので，管理を確実に行なえば更に長期間
の保存が可能と思われる。かくの如くホール培地が
長期観察し得るのは，パラフィンでカバーグラスを
密封したとはいえ，微小間隙を通して，充分酸素，
水分が流通し，虫卵の発育，生存l乙支障を来さない 
からであろう。しかし培地が小型であり，特Iにζ継続
l 著者の経験Kζ徴すれば， 50Oコ以に乙は限界があり， ∞
内が適当でで‘はないかと考えられる。なおホ一Jルレ培地
の保存は低温がよL1 乙は，そのい、。叉高温下培養の際K
培地の環境を 100%の湿度に保つ必要がある。
低温iζ対する回虫卵の抵抗力lζ関する研究は，吉
田(14)，小林(15)，浅田(16)，Bakker(17九山崎，富田，
山下(18)等があり，回虫卵は低温に対して高度の抵
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、抗力を有する乙とを報告している。即ち吉田(14)は
大阪で，小林〈印は朝鮮で，冬季外気K曝露して後
に室温で培養しでも回虫卵はよく発育するといい，
浅田(16)は仔虫期卵を 9昼夜凍結させて観察し，一
部は仔虫期卵迄発育したと述べ，山崎，富田，山下 
(18)は，ー 210CK凍結させた，培養 24時間の豚回虫
卵は， 150日でも一部仔虫期卵を生じたといってい
る。本実験では -40C~ +40C K 174日開放置した
が，発育速度K殆んど影響がみられず，上記諸氏の
成績を一層裏附けた。
次lζ回虫卵の仔虫期卵形成lζ要する所要日数民つ 
いて検討する。回虫卵の発育児好適な温度は，吉田
0告し，一般に C内外といわれている。回虫卵の30
0
C 
域における回虫卵の仔虫期形成までに要する日数
0は， によれば ，湿度 では22C 96 100%OttO(27) ~ 
0日で約21 80% Brown(仰は 21 C で 23~26 日，， 
0森市〉は ，湿度 で 日と報告してい20C 80---100% 28
はめによれば， 27~320C，平均 300C 内外と述べ，叉
浅田ωは 26~320C，宮 )11 (7うは 25--300Cであると報
仔虫期卵形成までの発育所要日数については， 30
前後民於て，長谷川α町立 7~10 日，浅田ωは 260C
で概ね 2週間，小県(21)は22--280Cで 14日間，横
川及び大場(22)(23)は5月下句 ---9月上旬の台湾で 9 
-12日， Brown(24)は 300Cで10---11日，吉田(19)
は盛夏の損ならば 7-10日，森(25)(26)は 300Cで13
日を必要としたと報告している。 200C内外の温度
〉，21う小県〈(29う吉田Martint28於ては370CKる。 
大場仰に竹山(30)(31)等の報告があるが，何れも仔虫
期卵を形成するに至らず，大部分は初期分裂に止ま
り，最も発育を示したものでも開軒期までであっ 
Tこ。
本実験における回虫卵の仔虫期卵形成は要する発
育所要日数は，人回虫卵では培養温度 290C K於て
9....12日，平均 9.97士0.40日，豚回虫卵は同温度で 
8....1 日で平均 8.44土0.55日， 210Cでは 23....28 
日，平均 23.67士1.14日であった。 370Cでは分裂期
まで発育したが，桑堪期以上は発育を進めたものは 
全く認められなかった。従ってホール培地を用いて
回虫卵発育を観察した場合， 210C，290C，370Cの何
れも，上記諸家の成績と近似した成績が得られた。
なお人回虫卵と豚回虫卵の 290Crc:於ける各発育
期の平均所要日数民差がみられ，豚回虫卵が人回虫 
期に比して，約 1日早い発育速度を示した。しかし
本実験は両種虫卵の差異を検討する目的で実施した
のでなく，試験年月日，鏡検時の外気曝露時間，培
養に使用した騨卵器等多くの諸条件が相違したの
で，両種虫卵の発育速度の差については，今後の検
討が必要である。因みに斎藤〈仰によれば， 人及び
豚回虫卵の抵抗性lζは差が認められないといい，森
(25)は両種虫卵の温湿度K対する抵抗力には，大差 
が認められなかったと報告していることから考察す
れば，本実験にみられた差異は両種虫卵の固有な差
と考えるより，実験条件lとよる差異が原因している
のであろう。
v.総 括
従来回虫卵の培養方法には，日本K於いてのみな
らず，諸外国民於いても多くの工夫考案がなされて
いるが，これらの方法は，皆同一回虫卵を継続観察
するために工夫されたものでない。それで著者は
3%フォルマリン加寒天培地を改良して， 1%のフ
ォルマリン溶液に粉末寒天を 3%の割合に混じたも
のを溶解して，ホールグラスl乙流しこみ，それに回
虫卵を塗布しカバーグラスをのせて周囲をパラフィ
ンで密封し，更に 1%のフォルマリン水を含ませた
瀦紙上におき，乙れを大シャーレlζ入れ，湿度を大
凡100%に保つ培養法を考案し，乙れを「ホールグ
ラス寒天培養法Jと名づけた。乙れを用いて 210C， 
290C及び 370Cにおける回虫卵の発育実験を行な
い。次の如き結果を得ている。 
1) ホー Jレグラス寒天培養法は，仔虫期卵形成率
が高く，比較的安定した成績が得られ，卵の培養後
の操作が簡易であり，顕微鏡写真を連続的に随時撮
影できる。標本の保存も長期聞はわたって可能で、あ
る。叉多数の同一回虫卵を継続観察が可能である。 
2) 仔虫期卵になるのは要する平均所要日数は，
勝卵器中で実験し， 210Cで豚回虫卵は 23.67:1:1.14
日， 290Cで人回虫卵は 9.97土0.40日，豚回虫卵は 
8.44土0.55日であった。 
3) 豚回虫卵の 370Cにおける発育実験では桑堪
期以上K発育を進めたものは認められなかった。
4) 冷蔵庫(-4--40C) K保存した人回虫卵を
25日， 40日， 174日自に取出して培養したが，その
発育速度には差を認められなかった。
摘筆するに当り，御指導と御校聞をいただいた柳
沢利喜堆教授，内田昭夫助手lζ深謝し，御協力をい
ただいた水野哲夫助教授，矢島ふき助手，千葉県衛
生民生部医薬課鶴岡博士に衷心より感謝の意を表し
ます。
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なお本論文要旨は，第338回千葉医学会例会及び
医学と生物学第42巻第 2号i乙発表した。
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培養前 単細胞  2日目 単細胞  
4 日目  2細胞  5 日目  4細胞  
6 日自 分裂期  8日目 桑堪期  
11日目 蛾料期  12日目 仔虫期
